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（Hiatus）”が話題となったが（Meehl et al. 
2011, 2013; Kosaka and Xie 2013; 




とが Urabe and Maeda（2014）によって
指摘された．つまり、2000 年代に日本にお
ける気温の季節差が増大しているというこ
とになる．これについて Urabe and Maeda 
（2014）では，1990 年代の終わりから 2010
年代初頭まで持続した太平洋十年規模変動































































値で定義した．（詳細は Mizuta et al. 2016
および Shiogama et al. 2016 参照）． 
検証に用いる大気場の実況データには
JRA55 再解析データ（Kobayashi et al. 
2015）を用いた．また，偏差場の解析に用





























列[K]．破線が JJASON 平均，実線が DJFMAM
平均を示す．（a）JRA55，（b）d4PDF．（b）にお
いて、上段は ALL 実験，下段は NW 実験の結果，




















 図 2. 1999 年－2010 年で平均した観測の偏差．左が JJASON 平均，右が DJFMAM 平均．（a）及び
（b）SST [K]，（c）及び（d）OLR [W/m2]，（e）及び（f）Z500 [m，帯状平均除去]，（g）及び（h）





































に議論するため，ALL 実験および NW 実
験 の 100 メ ン バ ー を 用 い て 気 温 差
（JJASON マイナス DJFMAM）の 12 年
平均値の頻度分布を比較したものが図 3 で
ある． ALL 実験において最新の 12 年間を



















図 3. 日本の地上気温偏差の季節差（JJASON マイナス DJFMAM）のヒストグラム．線は 1981 年か
ら 2010 年（FUT 実験は 2081 年から 2110 年）の 12 年移動平均値から得られたヒストグラム，陰影






NW 実験における 2000 年代の偏差場の
アンサンブル平均値を図 2 と同様に示した












るため，SST および Z500 について ALL 実
験と NW 実験の差を描画したものが図 5 で
















RCP8.5 の外部強制と CMIP5 の 6 モデル
から得られた昇温パターンを観測値に加算
した SST を AGCM に与えて，全球気温が
4℃昇温した条件下で 90 本のアンサンブル
実験を実施している．FUT 実験と ALL 実









図 4. NW 実験における 1999 年から 2010 年
までの平均偏差場を図 2e および f と同様に示
した． 
図 5. ALL 実験と NW 実験の差の 1999 年から
2010 年までの平均値．（a）SST，（b）JJASON
平均の Z500，（c）DJFMAM の Z500． 
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